研究報告：翻刻『古今和歌集聞書〔冷泉流〕』 by 舘野 文昭
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兵をめさんがために、烽火を立たり。是を見て、后大きにゑめり。面媚まされり。仍て王よろこびて、させることなきにもほう火をあげて見せ給へば、四方の兵はせさんず。 れども、 「后のため烽火なり」と かへさる。ケ様にする事度々におよべ 其時西戎趣りて都へせめいらんとす。よつて烽火をあぐといへども、さきに らつて兵来らず。ついに都みだ て、王は麗山のふもとにてみだれさせ給ふ。后は尾二ツ有狐となりてうせぬ。
我朝にも、昔は伊駒山にあ
つ。後には、この春日山に立。又野守の鏡といふ 、昔、帝王野にて狩し給ひけるに、鷹をそらして、野守に 「何方へ行つる」ととひければ、森の一村をさして「 なたを尋給へ」と 森のかげ て木末を見るに なし。溜り水ありけるに、鷹のかげ つりたり。これをしるべにて鷹をさ てと たりけるなり。それより其水を野守鏡と云。鷹 うつす故也 古哥に 「はし鷹の野も 鏡ゑてしがなおもひ思わずよそながらみん」 箸鷹と云 、夏 を鳥屋にこめ 秋つかはんとて夜居をするに、たゞ 火をたかず。人の食たる古箸を取あ めて見すれば、 ほどなくなつくと申な 。 依てはし鷹といふ。たゞし、鷹の惣名 も申 の故は はし鷹とい 一字あり。鷂かくなり。
 
















































































「ふり」とは、其所の風俗をよめるなり。 「流」と書く。 「雪のふりはも」とは、 「わ
◯
も」とよむへし。餘家には、 「霜のふりは」






























































































一、 天のうきはしの下にて、 女神男神 なり給へる事は、 日本紀第一云、二柱の神、天の浮橋の上に立して、止都支鳥之倍止利の其術を見給ふ。陽神は左に廻り、陰神は右より廻る。分国の柱をめく て、ひとつ面に逢ひき。陽神唱て云 「あなうれしやうましおとめに逢ぬ」 。陰神となへて、 「あなうれしやうましおとこに逢ぬ」 是を名付て 哥といふ や。とつきをしへ鳥と 、此心に（１オ）はたゝき鳥といふ鳥也。此鳥の名、あまた有。日本紀云、 「鶺鴒 又つゝま しら、又にはくなふ 、又

















































































































































































ぬ世のことを兼てしるかな」 、此三十余合の筥をは、当時の 殿 父道平関白殿に、 「為相におはせ給へ」と 預ケ申さる。為氏大覚寺殿 歎き申て院宣を申下して、此書籍をとらんとす。二条殿 父ゆつりにまかせて為相に下さる。其時為氏のよめる、
「あふ坂や往来の道はたえせぬに

















御子をそへ奉る。心は、風は色体見えね共、草木にあたりて其姿見ゆることくに、詞にはあらはさすして、思ふ事を その物 そふるな （４オ）
 













細なし。又とめ哥とは、 もさして何 は明らかにおほせる事は けれとも、とめる 、ゑをかきて とめ、或は人の行道をとむるといふも、たゝすこゝろなり。
 
六に頌はいはひ哥也 此殿は内裏也 「むへ」と ことは 也と云事、文字は宜・様・理と書り さかへけると也。 「さき草」 檜也。そ 草の心は、草 あらす種也。およそさき草 は、檜 もかきらす。 「三枝」と書てよむなり。其ゆへ 僻案云、大唐の道州には水濁りて 是 呑も
の命みしかし。 （５オ）此国の人は、檜を尋て、水に入れは、則すむ。これを むもの除病長命也。この殿に檜を幸木と云。此「幸」の字を さいわゐとも、さきくさとも、さちともよむ。しかれは、さきくさと云、即幸木なり。しかるに、大和国率川の祭をは三枝の祭 いふ。此神をは三枝の明神と申されは、何の花にても三枝折て手向ると申也。檜にもかきらす。三葉四葉といふ事 僻案云、三棟四棟也。是は、文集に、楊貴妃か寵愛によつて、兄の楊国忠か家さかえ 四棟と云 定て破風有へし。しかれは、三破風 云。此破風は、凡人の家にはあらす 内裏・院宮もしは殿下の御所等なり。又 き草とは 草 も有。宮内裏
本ノマヽ
範長か




き事なり」 と云々。 然とも、 毛詩・


























































































































































































































































































































































































































































































立。又「野守の鏡」とい 事、むか 帝王野にて狩し給ひけるに、鷹をそらして、野守に「何方へ行つる」と ひ れは 森一村をさして、 そなたを尋給へ」といふ。森のかけを行て、木末を る 、な 。たま水ありけるに、鷹 影うつりたり。それをしるへ て 鷹をさし 取りける也。それより其水を【
13ウ】野守のかゝみといふ。鷹をうつす故











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ける男あり。 もとの妻の、 つけな 、 七礒のわかめをねかひけるほとに、男、 伊勢の海つらに行てもとめける 、 竜王にとられてうせにけり。 女待わひてあまりに久しけれは、 「 「いせの海つら 」と いひてけれは」とて
尋
行て、 日の暮にけれは、 宿をもとめけれともなかりけり。 夜入て後、












































































































































































、 天武天皇、 吉野 （
26







ふ申事あれとも、催馬楽の さ はたゝ瓶也。 玉たれ 小瓶 中にすへてあるしはやさかなもと にこよろきの礒に出てわかめか あけ 」と云。 （
27オ）御簀のつりかねを申と云説有。是を用へからす。又小餘


















皇也。斎院とは、加茂のいつき也。斎宮は伊勢 いつき也。いつれも「いつき」と申。此斎院は、嵯峨天皇大同六年に、平城天皇、内侍典のすゝめによつてむほんをこし給ひて 世みたれしかは その御いのりに、加茂へ第三の皇女有智子内親王を斎院に立給ふ。是よりはしまる。斎宮は内裏にてわかれの櫛さゝせ給ふて後に、野々宮へうつりて れを旅所にして、しはらく身を（
27ウ）清め給ひて、伊勢へ下らせ給ふ。是を「群



























































































一、 いかならん岩ほの中にー法句経云、 四人の外道有り。 無常の殺鬼 （
29







































































書て 出せり。又躬恒か長歌をは、 「冬の長哥」とかけり。前後混乱して定かたし。是は影略互乱云立様也 此立やうは、奥に有物を初に出し、始に有物を後にけつると云、是也。内外典一同の名目也。し れは、題目に「短哥」とかける 、おくの忠岑 の次に 君か代にあふ坂山のいは みつー 、此 さして「短哥」といふ也。次に 長歌」と書て、長うたを出せり。此たてやうを見 らさる先達には、はしめ 短哥」と書て長哥 、いかゝ長哥 「短哥」と心得たり。浅智のいたりなり。随 俊成卿の古来風体云 「万葉集
ニ
は、長きを短哥と云、み


































の身は 遺塵とて、 子孫相続するを云也。 「けたも ゝ雲 ほゆる」 は、淮南王の仙薬をまなひて、天仙となりて、こくうを飛 りきける 、その所の大鶴（
31オ）仙薬つきしほりたるうすきねをねふりて、同しく雲
































葉云、 「天にますさゝらへ男賄賂はせん今宵の月夜五百続こそ五百夜つきてたへ」と也 さゝら男」とは、月の名也。月 まひないまいらせん今宵の月いか夜あれと也。又云、 我やとに咲るなてしこまい せんゆめはなちるないやおちにさけ」 。 「いやおち」 とは、 ひつき
〳〵
さけと也。

















































































一、まきもくのあなし 山のー「神あそひのうた」 、神楽哥の事を申。 「とりものゝ哥」とは、 り物に、八色有。榊柳幣杖弓釼鉾
𣏐
篠これら也。












一、まかねふくきひの中 ー「かへしものゝ哥」とは、神楽哥を 大略かへす也。 「かへす」とは、二度う ふ也。 「まかねふく」と 、砂金をたゝらに入てふくを云。 「承和 御へ」 は、仁明天皇の大嘗会の哥也。「へ」とは「贄」也。
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一、犬上のとこの山なる名とり川 鳥籠の山 「名とり川」の事、此うたは万葉集 哥也。それを少しもちかへすして入たらは、序の言葉にも、 「万葉にもいらぬふるき哥を集て」と云詞にたかふへきゆへに、 「いさや川」を「名とり川」にかへたる也。古哥 詞をかへ 、今の勅撰に入事、撰者のひとつのならひなり
 




















   違之事共有、努々不可有他見也。
 





       冷泉大納言為村卿御覧に入しに、 「尤家の
 
       書なから、用捨有るものなり。みたりに人に
 
       みすへからす」と 仰ありしとそ 【
35オ】
 
 
